講演 : 国際金融危機と地域経済 : ものづくりから考える(特集 : 第6回長岡大学文化講演会「国際金融危機と地域経済」) by 本山, 美彦
長岡大学生涯学習センター『生涯学習研究年報』第４号（通巻第 13 号）





















































































































































































































































































































































































































































− 12 − − 13 −
銀行にもっていって、大銀行が世界に融資していくというのはやめましょう。
　少なくとも我が日本でお金をサイクルさせていくという。あとでパネルディスカッションのときにESOPのお話
をさせていただきますが、他人事ではないのだということを分かって下さい。我々はピンとこないな、アメリカは
苦しんでいるらしいなと。それは統計の魔術なのです。我々は正確な統計を知らないのです。少なくとも5.6パーセ
ントの失業率だというときに、あれはハローワークに行かなければ失業率にカウントされないのであって、２、３
回いってしょうもなければ普通の人間は諦めますが、そのとき統計資料には載らない。そういうことを、がんばっ
ているときに、我々日本が平穏におられるように見えるのは、統計が整備されていないからだという、ただ一つ、
それだと思います。
　せめて、住宅ローン、サブプライムローンは、そこまできています。そのときに、どのくらいの延滞率があって、
年齢層はどうなって、地域間でどうなっているのかの整理をする必要があると私は思っています。
　約束の時間を少しオーバーしてしまいましたが、これで前半の話を終わらせていただきます。ご静聴ありがとう
ございました。
